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(57)【要約】
【課題】楽曲のカテゴリ（ジャンル）のみならず、再生
装置の機種にも依存して、再生される楽曲の音質を制御
することができるようにする。
【解決手段】通信端末１０３は、自己の機種識別情報お
よび再生対象の楽曲の識別情報をデータセンター１０８
に通知し、対応する音質情報を取得する。再生対象の楽
曲の再生時に当該音質情報に従って音質を制御する。音
質情報は、同一機種についても、楽曲の複数のカテゴリ
に対応した複数の制御パラメータを含み、各楽曲のカテ
ゴリに応じて制御パラメータが選択して用いられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信端末と外部データ提供部とが通信ネットワークで接続された通信システムであって
、
　前記外部データ提供部は、
　楽曲毎に対応する音質情報を対応づけて格納する記憶手段と、
　前記通信ネットワークに接続し、外部からの要求に応じて当該音質情報を返送する手段
とを備え、
　前記通信端末は、
　前記通信ネットワークに接続し、機種識別情報に対応する音質情報を前記外部データ提
供部に要求して取得する手段と、
　楽曲を再生する再生手段と、
　前記音質情報に従って再生時の音質を制御する音質制御手段とを備えた
　ことを特徴とする通信システム。
【請求項２】
　前記音質情報は、通信端末の機種に応じて音質を制御するための制御パラメータを含む
請求項１記載の通信システム。
【請求項３】
　前記音質情報は、通信端末の機種に依存しないデフォルトの音質の制御パラメータを含
む請求項２記載の通信システム。
【請求項４】
　前記音質情報は、楽曲の複数のカテゴリに対応した複数の制御パラメータを含む請求項
２または３記載の通信システム。
【請求項５】
　前記音質情報は、前記制御パラメータを利用して音質を制御する制御ソフトウェアを含
む請求項２または３記載の通信システム。
【請求項６】
　前記音質情報は、前記制御ソフトウェアに加えてそのバージョン情報を含む請求項５記
載の通信システム。
【請求項７】
　前記音質情報は、前記機種識別情報と再生対象の楽曲の楽曲識別情報とに対応して設け
られている請求項１～３のいずれかに記載の通信システム。
【請求項８】
　通信ネットワークを介して外部データ提供部と接続される通信端末であって、
　前記通信ネットワークに接続し、自通信端末の機種識別情報に対応する音質情報を前記
外部データ提供部に要求して取得する手段と、
　楽曲を再生する再生手段と、
　前記音質情報に従って再生時の音質を制御する音質制御手段とを備えた
　ことを特徴とする通信端末。
【請求項９】
　前記音質情報は、通信端末の機種に応じて音質を制御するための制御パラメータを含む
請求項８記載の通信端末。
【請求項１０】
　前記音質情報は、通信端末の機種に依存しないデフォルトの音質の制御パラメータを含
む請求項９記載の通信端末。
【請求項１１】
　前記音質情報は、楽曲の複数のカテゴリに対応した複数の制御パラメータを含む請求項
９または１０記載の通信端末。
【請求項１２】
　前記音質情報は、前記制御パラメータを利用して音質を制御する制御ソフトウェアを含
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む請求項９または１０記載の通信端末。
【請求項１３】
　前記音質情報は、前記制御ソフトウェアに加えてそのバージョン情報を含む請求項１２
記載の通信端末。
【請求項１４】
　受信した前記温室情報内の制御ソフトウェアのバージョンを、内部に記憶されている制
御ソフトウェアのバージョンと比較して、比較結果に応じて制御ソフトウェアを更新する
手段を備えた請求項１３記載の通信端末。
【請求項１５】
　前記音質情報は、前記機種識別情報と再生対象の楽曲の楽曲識別情報とに対応して設け
られている請求項８～１０のいずれかに記載の通信端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信端末と外部データ提供部とが通信ネットワークで接続された通信システ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、ＣＤ或いはインターネット上のサービスプロバイダ等から楽曲等を取り込み、携
帯端末で再生して何時でもどこでも楽しむことができるようになっている。またその際に
インターネット上にあるデータセンターから楽曲に付随する情報も取り込み利用すること
が可能な基盤が構築されている。更にＴＶ放送或いはラジオ放送においてもその局からリ
アルタイムで放送中の番組内容に関した一般付随情報の提供が行われている。
【０００３】
　ところで、携帯電話端末のような通信端末における音楽再生を主目的としたスピーカは
、構造上低域（例えば５００Ｈｚ以下の帯域）は十分な再生ができず、着信メロディなど
音楽ソースの音質は向上してきているのに対して、その特性が十分なものとは言えない。
【０００４】
　従来、音質改善の手段として、トーンコントローラやバスブースト等が知られている。
最近では楽曲に含まれる低域の信号から倍音を強調或いは生成して仮想的な低音を付加す
る手段や、特定の周波数の位相、時間軸を制御することで３Ｄとよばれる３次元効果を強
調する手段も実用化されている。
【０００５】
　一方、提供される楽曲は製作者側の音質に対する意図が大きく表れており、カテゴリに
よりその音質傾向が異なる。更に端末使用者の嗜好がこれに加わることになり、楽曲再生
はかなり音質的に複雑さが増加してきている。
【０００６】
　特許文献１には、再生楽曲が変わるたびに使用者が音楽ジャンルを選択しなくても、再
生楽曲の音楽ジャンルに適した音質補正を自動的に行う技術が開示されている。具体的に
は、音楽ジャンル別の音質補正データを予め内部メモリに記憶しておき、音楽ＣＤの再生
に際し、そのＣＤの識別情報に基づいて各楽曲の音楽ジャンルを公衆ネットワーク経由で
取得し、この音楽ジャンルに対応する音質補正データを用いて音質補正を行っている。
【特許文献１】特開２００４－７１１２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら楽曲を再生する装置としての通信端末には種々の機種が存在する。したが
って、同じジャンルの楽曲であっても、そのスピーカ特性等によって得られる音質はかな
り異なってしまう。
【０００８】
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　本発明はこのような背景に鑑みてなされたものであり、楽曲のカテゴリ（ジャンル）の
みならず、再生装置の機種にも依存して、再生される楽曲の音質を制御することができる
ようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明による通信システムは、通信端末と外部データ提供部とが通信ネットワークで接
続された通信システムであって、前記外部データ提供部は、楽曲毎に対応する音質情報を
対応づけて格納する記憶手段と、前記通信ネットワークに接続し、外部からの要求に応じ
て当該音質情報を返送する手段とを備え、前記通信端末は、前記通信ネットワークに接続
し、機種識別情報に対応する音質情報を前記外部データ提供部に要求して取得する手段と
、楽曲を再生する再生手段と、前記音質情報に従って再生時の音質を制御する音質制御手
段とを備えたことを特徴とする。
【００１０】
　通信端末は、自己の機種にあった音質情報を外部データ提供部から取得し、この音質情
報に従って音質を制御しながら楽曲を再生する。
【００１１】
　前記音質情報は、通信端末の機種に応じて音質を制御するための制御パラメータの他、
通信端末の機種に依存しないデフォルトの音質の制御パラメータを含んでもよい。また、
音質情報は、楽曲の複数のカテゴリに対応した複数の制御パラメータを含むことが好まし
い。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、楽曲のカテゴリのみならず、再生装置の機種にも依存して、再生され
る楽曲の音質を制御することができる。これによって、機種によらず楽曲の音質の向上を
図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の好適な実施の形態について図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１４】
　図１に、本実施の形態に係る携帯端末１０３を含む通信システムの概略構成を示す。こ
こでは、携帯電話端末のような携帯端末を例に説明するが、本発明はこれに限るものでは
なく、通常の音楽再生装置に適用することも可能である。
【００１５】
　携帯端末１０３は、携帯電話基地局１０１と無線インタフェースＡ１０２で物理チャン
ネルにて接続されており、この物理チャンネル上に構築された論理チャンネルを通じて、
通話、或いはデータ等の交換が可能なようになされている。携帯端末１０３は、また、メ
モリカード１０３ａのような外部記憶媒体のインタフェースを有しており、外部記憶媒体
に記憶されているデータ、或いは映像、楽曲等を取り込み、必要な処理を実行可能になさ
れている。また、ＰＣｌ０５とはデジタルインタフェースＢ１０４を介して同様なデータ
、映像、楽曲等の交換、および携帯端末１０３そのものの制御等が可能なようになされて
いる。
【００１６】
　最近では、携帯端末１０３に映像受信部やラジオ受信部を備えることにより、ＴＶ局１
０７から放送されるＴＶ番組を無線インタフェースＢｌ０６を介して、或いはラジオ局１
１２より放送されるラジオ番組を無線インタフェースＣ１１１を介して、享受することが
可能なようになされている。
【００１７】
　一方、携帯電話基地局１０１はインターネットのようなデジタルインタフェースＡ１１
０を介して、ＰＣ１０５、本実施の形態で楽曲等の付随情報を提供する為のデータセンタ
ー１０８、楽曲等を提供するサービスプロバイダ１０９、ＴＶ番組を提供するＴＶ局１０
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７及びラジオ番組を提供するラジオ局１１２に接続されている。例えば、使用者が携帯端
末１０３にて楽曲等を楽しむ場合は、（１）メモリカード１０３ａに記憶されたものの利
用、（２）無線インタフェース１０２を介して携帯電話基地局１０１経由でサービスプロ
バイダ１０９から楽曲等をダウンロードしての利用、（３）デジタルインタフェースＡ１
１０を介してＰＣＩ０５経由でサービスプロバイダ１０９から楽曲等をダウンロードして
の利用、（４）ＴＶ放送局１０７から提供される楽曲等の番組を無線インタフェース１０
６を介しての利用、（５）ラジオ局１１２から提供される楽曲等の番組を無線インタフェ
ースＣ１１１を介しての利用、等の選択が可能である。データセンター１０８とサービス
プロバイダ１０９とは別々のサイトとして示したが、同一サイトに存在してもよい。また
、一方が他方を兼務してもよい。本発明はデータセンター１０８とサービスプロバイダ１
０９を「外部データ提供部」という。
【００１８】
　また、予めメモリカード１０３ａに楽曲等を記憶させるとき、或いはサービスプロバイ
ダ１０９から楽曲等をダウンロードするときなどは、その楽曲等の一般付随情報をデータ
センター１０８から自動的に入手し関連付けを行っておく。放送局から提供される楽曲等
の一般付随情報は当該放送局が独自に提供する場合が普通である。
【００１９】
　本明細書において「一般付随情報」とは、後に具体的に例示するように、現時点で提供
されている楽曲等の一般的な情報を意味し、「音質情報」とは本発明に関わる音質を定め
るための情報を意味する。「付随情報」とは一般付随情報と音質情報と含めた意味とする
。
【００２０】
　本実施の形態では、このようにして入手した一般付随情報を、一般付随情報に関連付け
られた音質情報と共に、例えばデータセンター１０８に記憶しておく。使用者が楽曲等を
ダウンロードしたときなど、データセンター１０８から一般付随情報と共に音質惰報を提
供し、利用者による楽曲等の再生時にその環境に最適な手段で音質制御を行うことができ
るように支援する。
【００２１】
　音質情報は、ＩＤコードおよび機種コード毎に用意されている。より具体的には、音質
情報は、通信端末の機種に応じて音質を制御するための制御パラメータを含む。本実施の
形態では、音質情報は、通信端末の機種に依存しないデフォルトの音質の制御パラメータ
も用意している。ある機種に対応する音質情報は、楽曲の複数のカテゴリに対応した複数
の制御パラメータを含んでいる。また、本実施の形態での音質情報は、制御パラメータを
利用して音質を制御する制御ソフトウェアおよびそのバージョン情報を含んでいる。
【００２２】
　図２は、図１内に示した携帯端末１０３として、楽曲等を再生可能な携帯電話端末の構
成例を示した図である。
【００２３】
　この携帯端末１０３では、アンテナａ２０１を介して基地局と物理チャンネルにて通信
回線が接続される。アンテナａ２０１に接続された通信制御部２０２では、物理チャンネ
ル上に構成された論理チャンネルである呼制御を行うシグナリングチャンネルにて通信そ
のものの制御がなされ、通話或いはデータ通信はトラフィックチャンネルにて行われる。
本実施の形態の楽曲等及び付随情報の通信はこのトラフィックチャンネルのデータ通信に
ても行われる。
【００２４】
　通信制御部２０２と音声制御部２０４とは、音声信号、主にレシーバ２０７にて放音さ
れる通話相手の音声や、マイク２０８にて集音された使用者音声を内部の音声コードにて
処理し、交換することで通話制御を行う。それと共に、例えば着信音、ダウンロードした
楽曲等の適宜な再生制御を行う。この場合はステレオであるがスピーカＬ２０９とスピー
カＲ２１０にて放音される。本実施の形態はこのスピーカＬ２０９及びスピーカＲ２１０
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の音質改善に関わるものであるが、ここには図示していない例えばヘッドホンにも適用可
能である。
【００２５】
　本実施の形態に関わる音質制御部に関してもこの音声制御部２０４に含まれる。音質制
御部の構成は別途詳細を説明する。一方、通信制御部２０２とデータ制御部２０５はトラ
フィックチャンネルにて交換されるデータを所定のコードにて処理し、アプリケーション
制御部２０３によりその目的に沿った方法や手段で利用される。本実施の形態でサービス
プロバイダや、データセンターからダウンロードされた付随情報をデータ制御部２０５経
由で受け取り、アプリケーション制御部２０３が必要な楽曲等のデータ、付随情報を音声
制御部２０４に送ることになる。
【００２６】
　ＴＶ受信部２１３はアンテナｂ２１１を介してＴＶ放送波を受信して、音声信号は音声
制御部２０４へ送られ、映像信号はＭＭＩ（Multi Media Interface）制御部２０６を介
してディスプレイ２０６ａにて視覚化される。必要に応じて映像信号と音声信号が適当な
コードにて圧縮され、ＭＭＩ制御部２０６を介して外部メモリ２０６ｄに記憶される。
【００２７】
　また、ラジオ受信部２１４は、アンテナｃ２１２を介してラジオ放送波を受信して、そ
の音声信号は音声制御部２０４へ送る。必要に応じて音声信号が適当なコードにて圧縮さ
れ、ＭＭＩ制御部２０６を介して外部メモリ２０６ｄに記憶される。
【００２８】
　アプリケーション制御部２０３は、以上説明してきたことの他に、ＭＭＩ制御部２０６
に接続されているディスプレイ２０６ａにて使用者へ必要な情報を提示する表示処理、Ｍ
ＭＩ制御部２０６のキーボード２０６ｂにて入力された使用者の操作情報に基づく処理、
通信制御部２０２の制御処理、及びＭＭＩ制御部２０６のデータＩ／Ｆ２０６ｃを介した
外部装置との間での必要なデータ交換等の処理を行う。
【００２９】
　図３に、音質制御部３０１の構成例を示す。
【００３０】
　音質制御部３０１は、音声制御部２０４（図２）に組み込まれた音質制御機能を表して
いる。音質制御部３０１の処理は、時間軸処理３０３、振幅軸処理３０４、周波数軸処理
３０５、位相処理３０６に大別される。時間軸処理３０３は、例えば、リバーブ（Ｒｅｖ
ｅｒｂ）、エコー（Ｅｃｈｏ）などの比較的時間が長い処理、空間処理等に供される機能
である。振幅軸処理３０４は、ダイナミックレンジ制御、歪等制御を含む振幅制御、ピー
クレベル制御等に供される。周波数軸処理３０５は、一般的に例えば低域、中域、高域の
周波数に対するトーンコントロール、パラメータイコライザ（ＰａｒａｍｅｔｒｉｃＥＱ
）などのグラフィックイコライザ（ＧｒａｐｈｉｃＥＱ）、周波数シフト機能などに供さ
れる。位相処理３０６は、ステレオの左右の位相処理、或いは３Ｄ機能、適当な帯域間の
位相制御等に供される。
【００３１】
　入力３０２から入力された楽曲等の音声信号が、これらの基本的な４つの処理を同時、
別個或いは縦続接続的に行うことで、出力３０７に、適度に調整された音質の信号が出力
される。本実施の形態では基本的に４つの処理で構成されている音質制御部３０１自体が
制御ソフトウェアで変更可能なため、付随情報として提供された当該機種の制御ソフトウ
ェアをこの音質制御部３０１にダウンロードすることにより、この４つの基本機能に制限
されることのない新たな音質制御を追加可能ならしめている。勿論、最新の制御ソフトウ
ェアが既にダウンロード済みであるならば、ここの処理に必要な制御パラメータを当該機
能に入力するだけ所望の特性で音質制御を行うことが可能である。
【００３２】
　図４は、楽曲等に付随している一般付随情報４００の一般的な構造例を示している。こ
こでは楽曲群で構成されているような媒体、特にＣＤ等の一般付随情報を前提とした例で
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説明する。
【００３３】
　一般付随情報は、楽曲毎に付与される情報であるが、ＩＤコード(ID Code)４０１は個
々の楽曲等が含まれるＣＤ等の当該楽曲群を一括して識別する為のコードである。従って
、例えばある複数曲を含むＣＤ中に構成される各楽曲は同じＩＤコード４０１を有するこ
とになる。これは当該楽曲群中の一部の楽曲が個別に操作されたときにも、当該ＩＤコー
ドで特定された一般付随情報がその当該楽曲の一般付随情報として常に組み合わされて参
照されることを意味している。これを基に音質情報が識別されて実際の制御に供される。
【００３４】
　但し、後述するように、ＣＤ等に含まれる楽曲群のすべてに同じ音質情報を割り当てる
のではなく、個々の楽曲のカテゴリにより異なる音質情報が選択される。
【００３５】
　曲名タグ(Song Title Tag)４０２は当該楽曲群中の当該楽曲の題名を現すタグである。
アルバムタグ(Album Tag)４０３は当該楽曲群のタイトル名、即ちアルバム名を表すが、
例えば１曲で構成される場合は、予め決められたＮｕｌｌなどのデータを入れて識別する
ことも可能である。アーティストタグ(Artist Tag)４０４は当該楽曲の演奏者或いは演奏
グループ（Ｇｐ）等のタグである。曲番号(SongNo.)４０５は当該楽曲が当該楽曲群中の
何番目に構成されているかを番号で表している。ディスク番号(DiscNo.)４０６は当該楽
曲群が何枚のＣＤ群で構成されているかを母数と共に番号で表している。タイムスタンプ
(Time Stamp)４０７は当該楽曲群が発売等で一般の使用に供された時期を示す西暦年、月
、日等で構成される構報である。カテゴリタグ(Category Tag)４０８は当該楽曲が一般的
な分類上どのカテゴリに入る楽曲であるかを表す為のタグである。本実施の形態ではこの
カテゴリタグを主に参照することで、当該楽曲と当該携帯端末双方において好適な音質に
て再生が可能となる。
【００３６】
　図５に、本実施の形態で用いる音質情報５００の構成例を示す。
【００３７】
　ＩＤコード／機種コード５０１はＩＤコード５０１ａ及び機種コード５０１ｂとで構成
される。ＩＤコード５０１ａは、図４に示した一般付随情報のＩＤコード４０１と同じで
、当該楽曲群に対応した音質情報を識別する為に供される。
【００３８】
　機種コード（機種Ｃｏｄｅ）５０１ｂは、携帯端末に固有な識別情報（すなわちＩＤ）
であり、当該機種に専用のＡパラメータ(Absolute  Parameter)５０５および専用のソフ
トウェア(Software)５０７が適用可能か判別する為に供される。
【００３９】
　ソフトウェアアドレス(Software Address)５０２は、音質情報のどの位置から当該ソフ
トウェア(Software)５０７が構成されているかを示す為の情報であり、ここでは、ソフト
ウェアアドレス５０２からソフトウェア５０７までのデータ数に相当する相対的なアドレ
スで示される。
【００４０】
　Ａパラメータアドレス(Absolute Parameter Address)５０３は専用ソフトウェア５０７
に適用される音質制御用のＡパラメータ５０５が音質情報のどの位置から構成されている
かを示す為の情報で、Ａパラメータアドレス５０３からＡパラメータ５０５までのデータ
数に相当する相対的なアドレスで示される。
【００４１】
　Ｒパラメータアドレス(Relative Parameter Address)５０４は通常どのような機種でも
そなえているような一般的なトーンコントロール機能において、その調整値が自動設定可
能な機種に対する音質制御パラメータがどの位置にあるかを示しており、Ｒパラメータア
ドレス５０４からＲパラメータ５０６までのデータ数に相当する相対的なアドレスで示さ
れる。
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【００４２】
　Ａパラメータ５０５は、図３の音質制御部について説明した専用ハードウェア上で動作
可能なソフトウェアに対応した音質制御用のパラメータである。これらはＡパラメータ５
０５全体のデータ数を示すトータルデータサイズ(Total Data Size)５０５ａ、楽曲群に
合まれる楽曲の各カテゴリに対応したパラメータデータ数を示すカテゴリデータサイズ(C
ategory Data Size)５０５ｂ、楽曲群に含まれる楽曲の各カテゴリに対応したパラメータ
データであるカテゴリＡ(Category A)５０５ｃ、カテゴリＢ(Category B)５０５ｄ、カテ
ゴリＣ(Category C)５０５ｄで構成される。ここの例では楽曲群に含まれる楽曲において
３つのカテゴリに分類されている例として示してある。もし楽曲群中の楽曲全てが同一カ
テゴリに属するならば、カテゴリデータは１つとなるのは言うまでもない。更にカテゴリ
データはカテゴリＡ５０５ｃを例にすればカテゴリタグ(Category Tag)５０５ｃａと図３
の音質制御部３０１において音質制御に直接適用されるパラメータ５０５ｃｂで構成され
ている。カテゴリタグ５０５ｃａは図４の一般付随情報例で説明したカテゴリタグ４０８
と同一のデータで構成され識別を容易にしている。
【００４３】
　同様に、Ｒパラメータ５０６は専用の音質制御機能に適用できない一般的な自動制御可
能な音質制御機能を有する機種に対する制御パラメータを提供する為に用意されている。
Ｒパラメータ５０６はＲパラメータ５０６全体のデータ数を示すトータルデータサイズ５
０６ａ、楽曲群に含まれる楽曲の各カテゴリに対応したパラメータデータ数を示すカテゴ
リデータサイズ５０６ｂ、楽曲群に含まれる楽曲の各カテゴリに対応したパラメータデー
タであるカテゴリＡ５０６ｃ、カテゴリＢ５０６ｄ、カテゴリＣ５０６ｄで構成される。
ここの例では楽曲群に含まれる楽曲において３つのカテゴリに分類されている例として示
してある。もし楽曲群中の楽曲全てが同一カテゴリに属するならば、カテゴリデータは１
つとなるのは言うまでもない。
【００４４】
　更にカテゴリデータはカテゴリＡ５０６ｃを例にすればカテゴリタグ５０６ｃａと音質
制御に直接適用されるパラメータ５０６ｃｂで構成されている。カテゴリタグ５０６ｃａ
は図４の一般付随情報例で説明したカテゴリタグ４０８と同一のデータで構成され識別を
容易にしている。他のカテゴリでも同様である。
【００４５】
　ソフトウェア５０７は図３の音質制御部３０１において処理を行う為の制御ソフトウェ
ア（コンピュータプログラム）である。これはトータルデータサイズ５０７ａ、バージョ
ンコード５０７ｂ及びコード（プログラムコード）５０７ｃで構成されている。トータル
データサイズ５０７ａはソフトウェア５０７のデータ数を示している。バージョンコード
５０７ｂはソフトウェアのバージョンを示している。コード５０７ｃを図３の音質制御部
３０１にて構成されるハードウェア上にロードして実際の音質制御に供される。
【００４６】
　図６は本実施の形態の処理例を示している。前提としてある楽曲又は楽曲群及び一般付
随情報が既にダウンロードされているとしている。
【００４７】
　使用者が楽曲再生の為のメニュー項目を選択し、「ＳＴＡＲＴ」から処理が開始される
。メニューから楽曲選択の操作が行われると（Ｓ１０１）、最初に音質の自動制御が可能
か否かを判断する（Ｓ１０２）。音質の自動制御が不可と判定された機種であった場合に
は、直ちに楽曲再生処理がなされ（Ｓ１１４）、当該処理が終了する。
【００４８】
　一方、音質制御可判断ステップＳ１０２にて可能と判定されたならば、当該音質情報が
取得済みか否かの確認処理がなされる（Ｓ１０３）。音質情報が未取得と判定された場合
には（Ｓ１０４，Ｎｏ）、楽曲の一般付随情報に関連した音質惰報を取得する為にデータ
センターに対してＩＤコード／機種ＩＤを転送する処理を行う（Ｓ１０５）。その応答と
してデータセンターから、当該ＩＤコード／機種ＩＤに対応する音質制御情報を取得する
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処理を行う（Ｓ１０６）。データセンターにおいて、当該機種ＩＤに対応する音質情報が
存在しない場合には、当該ＩＤコードに対応するデフォルトの音質情報を返送する。
【００４９】
　この後、音質情報の返送を受けた端末では、音質情報内に自機種に対応する機種コード
が有るか無いかを判断し（Ｓ１０７）、機種コード無と判定された場合には、相対的な音
質制御を行う為の当該カテゴリのＲパラメータを選択するＲパラメータ選択処理を行い（
Ｓ１０８）、更に当該Ｒパラメータを音質制御部に設定する処理を行ってから（Ｓ１０９
）、楽曲再生処理がなされ（Ｓ１１４）、当該処理が終了する。機種コード有無判断Ｓ１
０７で、機種コード有と判定された場合には、専用ソフトウェアのバージョンを確認する
判断（ソフトウェアＮｅｗ？）がなされる（Ｓ１１０）。これは音質情報５００内のソフ
トウェア５０７のバージョンコード５０７ｂで示されたバージョンと、端末内に格納済み
のソフトウェアのバージョンとを比較することにより行える。音質情報５００内のソフト
ウェアのバージョンが新しいと判定された場合には、ソフトウェア５０７を音質情報５０
０からロードする処理を行う（Ｓ１１１）。ステップＳ１１０でバージョンが新規ではな
いと判定された場合、或いは専用ソフトウェアロード処理（Ｓ１１１）がなされた後に、
当該楽曲カテゴリ専用のＡパラメータを選択するＡパラメータ選択処理がなされ（Ｓ１１
２）、当該Ａパラメータを音質制御部に設定する処理が行われ（Ｓ１１３）、楽曲再生処
理がなされ（Ｓ１１４）、当該処理が終了する。
【００５０】
　以上のように、楽曲等のカテゴリのみならず再生装置の機種に基づいて、適正な音質情
報を取得し、この音質情報に基づいて音質制御を行うことにより、個々の再生装置に最適
な音質での楽曲等の再生が可能になり、利用者にとり利便性の極めて高いシステムを提供
できるものである。
【００５１】
　音質制御は周波数軸、時間軸、振幅軸に対してパラメータデータとして提供が可能な為
、対応機種においては、使用者が制御できる端末内のプリセット値より細かい制御が可能
となる。
【００５２】
　音楽の再生のみならず、ラジオ放送、ＴＶ放送等の音声出力についても、その再生の際
に、対応する音質情報を用いて音質制御を行うことにより、その内容に従ったきめ細かい
音質調整が可能となる。したがって、本明細書において「楽曲」には放送音声も含むもの
である。特に、ＴＶ放送については、音質制御により映像中の会話を、聞きやすい音声と
することができる。
【００５３】
　機種依存データを使える場合には、単なるトーンコントロールだけではなく、例えばグ
ラフィックイコライザなどを使用した最適化が可能となる。
【００５４】
　機種に依存しないデータにおいても、当該機種に対して相対的な音質制御が可能である
。
【００５５】
　現存の付随情報中の例えばカテゴリデータから、予め端末に設定されているデータを選
択することで同様な効果が期待できるので互換性が高い。
【００５６】
　楽曲等の音質トレンドが変化しても、製作者側により構成されたパラメータで使用者端
末の音質を制御可能なので、常に最新の制御パラメータを提供できる。
【００５７】
　以上、本発明の好適な実施の形態について説明したが、上記で言及した以外にも種々の
変形、変更を行うことが可能である。例えば、通信端末として携帯電話端末を例に挙げて
説明したが、携帯型の端末である必要はなく、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）のような
通信端末を含みうる。
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【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明の実施の形態に係る携帯端末を含む通信システムの概略構成を示す図であ
る。
【図２】図１に示した携帯端末として、楽曲等を再生可能な携帯電話端末の構成例を示し
た図である。
【図３】図２に示した携帯電話端末に内蔵される音質制御部の構成例を示す図である。
【図４】楽曲等に付随している一般付随情報の一般的な構造例を示す図である。
【図５】本発明の実施の形態で用いる音質情報の構成例を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態の処理例を表したフローチャートである。
【符号の説明】
【００５９】
１０１…携帯電話基地局、１０２…無線インタフェースＡ、１０３…携帯端末、１０３ａ
…メモリカード、１０６…無線インタフェースＢ、１０７…ＴＶ放送局、１０８…データ
センター、１０９…サービスプロバイダ、１１２…ラジオ局、２０２…通信制御部、２０
３…アプリケーション制御部、２０４…音声制御部、２０５…データ制御部、２０６…Ｍ
ＭＩ制御部、２０６ａ…ディスプレイ、２０６ｂ…キーボード、２０６ｄ…外部メモリ、
２０７…レシーバ、２０８…マイク、２１３…ＴＶ受信部、２１４…ラジオ受信部、３０
１…音質制御部、３０２…入力、３０３…時間軸処理、３０４…振幅軸処理、３０５…周
波数軸処理、３０６…位相処理、３０７…出力、４００…一般付随情報、４０１…ＩＤコ
ード、４０８…カテゴリタグ、５００…音質情報、５０１…機種コード、５０１ａ…ＩＤ
コード、５０１ｂ…機種コード、５０２…ソフトウェアアドレス、５０３…パラメータア
ドレス、５０４…パラメータアドレス、５０５…Ａパラメータ、５０５ｃａ…カテゴリタ
グ、５０５ｃｂ…パラメータ、５０６…Ｒパラメータ、５０６ａ…トータルデータサイズ
、５０６ｂ…カテゴリデータサイズ、５０６ｃａ…カテゴリタグ、５０６ｃｂ…パラメー
タ、５０７…専用ソフトウェア、５０７ａ…トータルデータサイズ、５０７ｂ…バージョ
ンコード、５０７ｃ…コード
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